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実は身近な話

「 」「空き家」「空き家」「空き家」
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について考える  について考える  

人
口
減
少
の
一
途
を
辿
る
日
本
。
そ
の

中
で
長
浜
市
で
は
、
平
成
25
年
度
住
宅

土
地
統
計
調
査
に
よ
る
市
内
の
空
き
家
数

は
２
，
６
５
０
件
あ
り
、
以
降
も
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。

家
が
手
狭
に
な
っ
た
り
、
転
勤
を
機
に

家
族
で
引
っ
越
す
、
親
が
高
齢
と
な
り
子

ど
も
の
家
に
同
居
す
る
、
高
齢
者
が
施
設

に
入
居
す
る
な
ど
、
空
き
家
に
な
る
事
情

も
様
々
で
す
。

ま
た
、
気
候
や
地
理
的
条
件
な
ど
を
理

由
に
転
居
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

い
ま
、
皆
さ
ん
の
自
治
会
に
は
何
件

の
空
き
家
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

平
成
30
年
度
実
施
の
空
き
家
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
と
、
空
き
家
率
が
25
％
を

超
え
る
地
域
が
あ
り
、
さ
ら
に
自
治
会
単

位
で
見
る
と
、
実
に
35
％
を
超
え
る
家

屋
が
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
自
治
会
も
あ

り
ま
す
。

高
齢
化
率
が
高
い
地
域
で
は
、
今
後
さ

ら
に
増
加
傾
向
が
顕
著
に
な
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

空
き
家
の
予
防
、
解
消
は
行
政
だ
け
で

は
難
し
い
問
題
で
す
。
地
域
や
自
治
会
、

そ
し
て
個
人
単
位
で
も
考
え
、
様
々
な
レ

ベ
ル
で
対
策
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

集
落
内
に
空
き
家
が
増
え
て
く
る
と
、

美
し
い
景
観
が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

○
不
法
侵
入
、
不
法
投
棄
と
い
っ
た
犯
罪

に
つ
な
が
る
。

○
空
き
家
等
の
敷
地
に
雑
草
が
生
え
、
動

物
や
害
虫
の
す
み
か
に
な
る
。

○
地
震
や
強
風
で
倒
壊
し
、
周
囲
に
被
害

を
及
ぼ
す
危
険
が
あ
る
。
　
　
な
ど

こ
れ
ら
の
よ
う
な
直
接
的
な
問
題
に
加

え
、
空
き
家
所
有
者
か
ら
自
治
会
費
が
徴

収
で
き
ず
に
、
居
住
者
の
負
担
が
増
え
る

な
ど
の
間
接
的
な
問
題
も
生
じ
ま
す
。

空
き
家
は
あ
く
ま
で
個
人
財
産
で
あ

り
、
行
政
や
自
治
会
の
対
応
に
も
限
界
が

あ
り
ま
す
。
所
有
者
が
放
置
し
た
分
だ

け
、
管
理
や
対
応
に
他
者
を
巻
き
込
み
、

お
金
も
手
間
も
費
や
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

「
放
置
し
て
い
る
家
を
ど
う
し
た
ら
い

い
か
」
、
「
集
落
内
の
倒
壊
し
そ
う
な
空

き
家
を
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
、
空
き
家
所
有
者
や
自
治
会
な
ど
様
々

な
立
場
か
ら
、
年
間
２
０
０
件
も
の
相
談

が
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
人
事
で
な
く
、
10
年
、
20
年
後
の
我

が
家
の
こ
と
を
想
像
し
、
今
か
ら
対
策
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

増
え
続
け
る
空
き
家

増
え
る
相
談

10
年
後
、
20
年
後
の
ま
ち
は
・・・

空
き
家
が
増
え
る
と
起
こ
る
問
題

家
族
で
意
思
確
認
を

家
族
で
住
ん
で
い
る
間
は
、
住
む
家
が

空
き
家
に
な
る
こ
と
な
ど
、
想
像
で
き
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
空
き
家

に
な
っ
て
か
ら
考
え
る
の
は
、
さ
ら
に
大

変
な
こ
と
。
取
壊
し
や
活
用
な
ど
、
方
針

を
あ
ら
か
じ
め
家
族
と
話
し
合
っ
て
お
く

こ
と
で
、
速
や
か
な
対
応
が
で
き
ま
す
。

相
続
登
記
・
遺
言
な
ど

住
ん
で
い
る
家
が
、
す
で
に
亡
く
な
っ

た
人
の
名
義
で
あ
る
場
合
は
相
続
登
記
を

し
た
り
、
共
有
名
義
で
あ
る
場
合
は
、
登

記
に
よ
り
一
人
の
名
義
人
に
し
て
お
く
こ

と
で
、
空
き
家
に
な
っ
て
か
ら
の
管
理

や
、
賃
貸
な
ど
の

活
用
が
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

隣
地
の
所
有
者

の
立
会
い
の
も

と
、
境
界
の
確
定

な
ど
も
し
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
公
正
証
書
に
よ
る
遺
言
を
作
成

し
て
お
く
こ
と
で
、
相
続
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
司
法
書
士
や
弁

護
士
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

空
き
家
が
資
産
を
減
ら
す
？

「
長
浜
市
空
家
等
に
関
す
る
条
例(

平

成
28
年
10
月
施
行)

」
に
よ
り
、
倒
壊
な

ど
の
危
険
性
の
あ
る
「
特
定
空
家
等
」
と

判
断
さ
れ
勧
告
を
受
け
る
と
、
固
定
資
産

税
等
の
軽
減
対
象
か
ら
外
れ
た
り
、
命
令

に
違
反
し
た
場
合
は
50
万
円
以
下
の
過

料
、
そ
し
て
、
市
に
よ
る
緊
急
安
全
措
置

が
と
ら
れ
た
場
合
は
、
経
費
を
請
求
さ
れ

る
な
ど
、
大
切
な
資
産
を
大
き
く
減
ら
し

て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
！

空
き
家
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
に
、

ま
ず
、
次
の
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

□
家
の
周
り(

塀
の
ヒ
ビ
、
傾
き
、
割
れ
等)

□
屋
根(

変
形
・
は
が
れ
・
破
損)

□
軒
裏(

は
が
れ
・
破
損
・
浮
き)

□
雨
と
い(

水
漏
れ
・
変
形
・
外
れ)

□
外
壁(

腐
朽
・
は
が
れ
・
破
損
・
浮
き)

□
窓
、
ド
ア(

ガ
ラ
ス
割
れ
、
傾
き
、
開

閉
不
具
合)

□
家
の
中(

雨
漏
り
、
カ
ビ
、
給
排
水
の

不
具
合
な
ど)

□
バ
ル
コ
ニ
ー
、
ベ
ラ
ン
ダ
等(

腐
食
、

破
損
、
傾
斜
、
サ
ビ)

１
つ
で
も
該
当
が
あ
れ
ば
補
修
、
５
つ

以
上
該
当
す
る
場
合
は
、
危
険
で
す
の
で

早
急
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

適
正
な
管
理
と
は

空
き
家
の
管
理
は
、
建
物
そ
の
も
の
の

管
理
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
相
続
し

た
際
に
、
速
や
か
に
土
地
建
物
の
登
記
手

続
き
を
完
了
し
て
い
る
こ
と
や
、
自
治
会

や
近
隣
の
人
に
連
絡
先
を
伝
え
、
問
題
が

起
き
た
場
合
に
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
管
理
の
範

囲
に
含
ま
れ
ま
す
。

解
体
も「
活
用
」に
つ
な
が
る

空
き
家
を
解
体
し
て
、
土
地
を
活
か
す

方
法
も
あ
り
ま
す
。
家
庭
菜
園
、
駐
車

場
、
貸
地
な
ど
、
土
地
活
用
の
可
能
性
は

場
所
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

に
な
る

に
す
る
べ

こ
と

空
き
家
に
な
る
前
に
す
る
べ
き
こ
と

空
き
家
に
な
る
前
に
す
る
べ
き
こ
と

空
き
家
に
な
る
前
に
す
る
べ
き
こ
と

　

 

  

　

空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
①「
管
理
」・「
解
体
」

空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
①「
管
理
」・「
解
体
」

 

  

登記

※18ページの「市民からのメッセージ」の対象です。

自
分
の
家
は
、
い
つ
に
な
っ
て
も
自
分
の
家
。
所
有
者
は
適
切
に
管
理
す
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。
管
理
の
し
か
た
や
取
壊
し
、
活
用
な
ど
、
早
期
に
計
画
を
立
て
て
お
く
こ
と

で
、
空
き
家
の
予
防
や
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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空
き
家
を
買
っ
て

理
想
の
暮
ら
し
を
実
現

「
地
元
の
人
が
意
外
に
気
づ
い
て
い
な

い
の
が
、
長
浜
の
住
み
や
す
さ
や
便
利

さ
。
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
、
快
く
受
け
入

れ
て
も
ら
え
た
の
も
あ
り
が
た
か
っ

た
」
。
愛
知
県
出
身
の
谷
川
さ
ん
は
、
退

職
後
の
田
舎
暮
ら
し
を
夢
見
て
、
現
役
中

か
ら
「
い
ざ
な
い
湖
北
定
住
セ
ン
タ
ー
」

の
空
き
家
バ
ン
ク
で
物
件
探
し
。
築
80

年
の
住
宅
を
借
り
受
け
、
１
年
後
に
購
入

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
自
分
流
で
リ
フ
ォ

ー
ム
も
行
い
、
敷
地
内
で
菜
園
も
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
「
自

治
会
行
事
は
格

好
の
交
流
の

場
」
と
、
住
民

と
の
繋
が
り
を

大
事
に
し
、
自

ら
積
極
的
に
地

域
に
関
わ
り
ま

す
。

思
い
出
の
家
を
受
け
継
い
で

も
ら
え
る
喜
び

「
台
風
の
と
き
に
様
子
を
見
に
行
っ
た

り
、
定
期
的
な
掃
除
や
草
む
し
り
な
ど
、

空
き
家
を
管
理
す
る
の
は
大
変
で
し
た
。

で
も
、
父
が
建
て
た
家
を
何
と
か
形
だ
け

で
も
残
し
た
か
っ
た
の
で
、
何
ら
か
で
活

用
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
」
と

い
う
伊
藤
さ
ん
。
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ

て
買
い
手
が
見
つ
か
り
、
10
年
間
管
理
を

続
け
た
空
き
家
を
、
若
い
家
族
に
譲
り
ま

し
た
。
当
初
は
賃
貸
か
ら
始
め
る
予
定
で

し
た
が
、
気
に
入
っ
て
く
れ
た
の
で
売
買

に
。
「
買
い
手
と
の
つ
な
ぎ
だ
け
で
な

く
、
自
治
会
と
の
や
り
取
り
に
も
『
い
ざ

な
い
湖
北
定
住
セ
ン
タ
ー
』
に
入
っ
て
も

ら
え
て
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
」
。

管
理
に
困
る
空
き
家
も
、
借
り
手
や
買

い
手
を
探
す
こ
と
で
、
「
新
し
い
生
活
が

始
ま
る
家
」
と
し
て
活
か
す
こ
と
も
で
き

る
の
で
す
。

空
き
家
を
「
知
の
拠
点
」
に

田
根
地
区
・
地
域
づ
く
り
協
議
会

で
は
、
地
域
の
課
題
で
あ
る
空
き
家

を
活
用
し
て
、
交
流
の
場
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。

同
協
議
会
で
は
、
大
学
や
企
業
と

連
携
し
て
、
少
子
高
齢
化
や
獣
害
、

空
き
家
問
題
な
ど
地
域
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

空
き
家
を
テ
ー
マ
と
し
た
取
組
と

し
て
は
、
慶
應
義
塾
大
学
小こ

林
ば
や
し

博ひ
ろ

人と

研
究
会
と
の
協
働
で
、
平
成
21
年
か

ら
空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン(

改
修)

を
し
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

交
流
イ
ベ
ン
ト
、
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ

ー
づ
く
り
な
ど
、
多
様
な
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
に
虎
姫
高
校
の
生
徒
が
参
加
し

た
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

と
し
た
学
習
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、

大
き
く
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

空
き
家
改
修
後
に
は
、
学
生
た
ち

が
地
域
課
題
を
見
つ
け
、
対
策
を
提

案
し
、
実
践
で
き
る
場
「
知
の
拠

点
」
と
し
て
そ
の
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
域
が
空
き
家
と
い
う
学
習
の
フ

ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地

域
に
賑
わ
い
を
生
み
出
す
だ
け
で
な

く
、
質
の
高
い
学
び
が
で
き
る
地
域

と
し
て
そ
の
魅
力
を
高
め
、
若
者
の

移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う

ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

バ
ン
ク
に

を

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
を

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
を

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
を

　

 

  

▲使えるものを活用しながら改修

▼学生による空き家の改修作業

空き家についての出前講座を行っています

空き家の改修などに対する補助を行っています

空き家、補助金・助成金に関する問合せ
                          建築住宅課　すまい政策推進室��〈本庁舎２階〉 ☎６５－６５３３

定住住宅改修促進事業助成金空き家流通・活用促進事業補助金

※各補助金には、市内業者が工事を請け負うことなど他の要件があります。また予算の範囲内での交付となりますので、
事前に担当課までお問合せください。

市では、職員が地域に出向き、市の取組や暮らし
に役立つ情報などを紹介する出前講座を実施してい
ます。空き家に関する様々な疑問に対して、具体的
な事例を紹介しながら、分かりやすく説明します。

【対　　象】自治会、老人クラブ、まちづくり委員会

など各種グループ

【所要時間】30〜60分

【申 込 み】電話で下記までお申し込みください。

利用されていない空き家の活用を図るため、改修
工事費や家財道具処分費に対して補助を行います。

【対象空き家】１年以上空き家となっている戸建て住宅

              で、申請する年度において売買契約または

              賃貸借契約を締結した(する)もの

【対 象 者】空き家の所有者

【補助金額】①空き家改修
                  工事費用の10分の１(上限20万円)
             ②空き家家財処分
                  処分費用の３分の１(上限10万円)

移住・定住促進を図るため、実家や中古住宅の改
修工事費に対して補助を行います。

【対象住宅】３親等以内の親族が所有する住宅または

             平成28年４月以降に売買か賃貸借契約が

             成立した中古住宅

【対 象 者】世帯所得が1,200万円以下で対象住宅に

             転入または転居する45歳未満の人

【補助金額】改修工事費用の10分の１(上限20万円)
※子育て世帯、高齢者同居世帯には加算

があり、最大100万円を補助

　

空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
②
賃
貸
・
売
買
で「
活
用
」

空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
② 

賃
貸
・
売
買
で「
活
用
」

  

伊
い

藤
とう

路
みち

子
こ

さん
(尊野町)

谷川
た にがわ

光
み つ

男
お

さん
(保多町)

こ
ん
な
活
用
方
法
も

「
ま
ち
づ
く
り
で
活
用
」

▲虎姫高校の生徒も学習に参加

空
き
家
バ
ン
ク
で
は
、
市
内
の
空
き
家
物
件
情
報
を
集
め
、
移
住
定
住
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
ナ
ガ
ハ
マ
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
所
有
者
と
、
空
き
家
利
用

希
望
者
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

空き家バンクの運用イメージ

（
い
ざ
な
い
湖
北
定
住
セ
ン
タ

）

物件情報の提供

自治会との面談

ナガハマキャピタル 検索

利用登録者
との面談

空
き
家
バ
ン
ク空き家バンクへ登録

空き家の
現況調査など

空き家バンクへ
登録の相談

利用希望者登録

空き家見学・
所有者との面談

希望物件の
申し込み

当事者間による契約交渉・契約締結

専門業者の仲介による契約交渉・契約締結

空
き
家
を
『
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
』
（
所
有
者
）

空
き
家
を
『
買
い
た
い
・
借
り
た
い
』（
利
用
希
望
者
）

長浜市移住定住促進協議会事務局(いざない湖北定住センター)
元浜町28番24号　☎５０－１０１９
空き家バンクへの登録は無料です。詳しくはホームページをご覧ください。
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保育園・認定こども園(長時部)
☆入園できるのは
保護者や同居人が、就労や病気、病人の看

護などのため、家庭での保育が困難な０歳か

ら５歳までの乳幼児

※保育年齢は園により異なります。

○５歳児　H25.４.２〜H26.４.１生まれ

○４歳児　H26.４.２〜H27.４.１生まれ

○３歳児　H27.４.２〜H28.４.１生まれ

○２歳児　H28.４.２〜H29.４.１生まれ

○１歳児　H29.４.２〜H30.４.１生まれ

○０歳児　H30.４.２生まれ〜

【受付場所】
〇入園を希望する園

〇本庁舎１階多目的ルーム

〇北部振興局福祉生活課

【受付時間】
平日８時30分〜17時15分

※10月11日(木)、18日(木)は本庁舎で19時ま

で受付。

※10月13日(土)は９時〜17時に本庁舎で受

付。

※10月19日(金)は各保育所・認定こども園で

16時30分まで受付。

【提出書類】
入園申込書・就労証明書など

(入園を希望する園、幼児課〈本庁舎５

階〉、北部振興局福祉生活課で９月14日(金)

から配布。)

●申込人数が定員を超えた場合は、選考・調

整します。

●申込日時点で出生前である場合も、この期

間に申し込んでください。

●育児休業の期間満了などにより、年度途中

月(平成31年５月〜平成32年３月)に入園を

希望される場合も、この期間に申し込んで

ください。

平成31年度「幼稚園」・「保育所」・「認定こども園」入園
「放課後児童クラブ」通所の受付を開始します

【配布期間】 ９月14日(金)〜
【受付期間】10月10日(水)〜19日(金)

■問★幼稚園・保育園・認定こども園については…

幼児課〈本庁舎５階〉(☎�６５ー８６０７)または各園
★放課後児童クラブについては…

子育て支援課〈本庁舎１階〉(☎�６５ー６５１４)
または各クラブ

【

保

育

所

】

園名(申込先) 所 在 地 電　話

市
立

北保育園 神照町596番地 62ー7038

さくらんぼ保育園 西上坂町1158番地 63ー2755

一麦保育園 湖北町山本3089番地 79ー1134

私
立

長浜梅香保育園 三ツ矢元町17番25号 63ー7872

長浜梅香乳児保育園 三ツ矢元町24番3号 68ー3088

長浜愛児園 八幡東町562番地 63ー4650

長浜カトリック保育園 南高田町47番地 62ー1499

ほいくえんももの家 大戌亥町1260番地 64ー3500

チャイルドハウス 田村町1606番地 64ー4822

ひよこ乳児保育園 小堀町66番地1 63ー8892

しらやま保育園 加納町990番地 63ー9880

長浜学舎 新庄中町207番地 62ー2008

速水保育園 湖北町速水2277番地 78ー0075

クラブ名(申込先) 所 在 地 電　話

公

設

ひばりクラブ 長浜小学校内、
セントラルビル内

子育て支援課
65ー6514

山ばとクラブ 長浜北小学校内

たんぽぽクラブ 神照小学校内

あじさいクラブ 南郷里小学校内

ひまわりクラブ 北郷里小学校内

すみれクラブ 長浜南小学校内

つくしクラブ 湯田小学校内

コスモスクラブ 浅井小学校内

わくわくクラブ びわ南小学校内

たけのこクラブ びわ北小学校内

サザンカクラブ 虎姫小学校内

コハクチョウクラブ 朝日小学校内

サルビアクラブ 速水小学校内

つきっこクラブ 高月小学校内

ななっこクラブ 七郷小学校内

コブシクラブ 木之本小学校内

クラブ名(申込先) 所 在 地 電　話

民

設

イングリッシュアイランド 北船町3ー21えきまちテラス長浜4階 63ー2115

かゆうの家(長浜愛児園) 八幡東町561 63ー4650

きっずライフ 南高田町5ー5 090ー5979ー3794

みらいキッズ勝教室・平方教室・大宮教室 勝町470・平方町238・大宮町9ー12 090ー8144ー6289

チャイルドハウス児童センター放課後
児童クラブ

田村町1606ー3
(チャイルドハウス児童センター内) 090ー5058ー7116

キッズパーク風の街学舎・浅井学舎 八幡中山町477・内保町258ー１ 63ー1894

正風館道場チャイルドサポートクラブ 新庄馬場町174 090ー8753ー5390

つどいジュニア 常喜町885 080ー1492ー1970

ニコニコクラブ 小谷丁野町723ー1(小谷児童館内) 78ー0935

キッズステーション 余呉小学校内 86ー8126

放課後児童クラブ[フレンズ] 西浅井町塩津浜1795
(長浜市保健センター西浅井分室) 88ー8181

【

認

定

こ

ど

も

園

（

短

時

部

・

長

時

部

）

】

園名(申込先) 所 在 地 電　話

市
立

六荘認定こども園 勝町491番地 62ー7036

あざい認定こども園 大依町1232番地 74ー8488

びわ認定こども園 八木浜町26番地1 72ー2150

とらひめ認定こども園 五村371番地１ 73ー8081

たかつき認定こども園 高月町東柳野15番地1 85ー8600

きのもと認定こども園 木之本町木之本698番地2 82ー8600

よご認定こども園 余呉町東野363番地 86ー2345

にしあざい認定こども園 西浅井町塩津中2066番地 88ー8111

私
立

レイモンド長浜南こども園 高橋町84番地 53ー3450

レイモンド長浜こども園 南小足町324番地3 68ー2480

小谷こども園 小谷丁野町2481番地1 78ー2006

【

幼

稚

園

】

園名(申込先) 所 在 地 電　話

市
立

長浜幼稚園 朝日町5番14号 62ー0089

長浜北幼稚園 三ツ矢元町19番24号 62ー0861

長浜西幼稚園 相撲町604番地6 62ー3000

長浜南幼稚園 加田町2727番地 63ー1913

わかば幼稚園 八幡東町520番地1 62ー3495

神照幼稚園 新庄寺町480番地 63ー0584

南郷里幼稚園 新栄町626番地 63ー3723

北郷里幼稚園 春近町196番地1 62ー1498

湖北幼稚園 湖北町速水909番地2 78ー2003

幼稚園・認定こども園(短時部)
☆入園できるのは３歳児～５歳児
○５歳児　H25.４.２〜H26.４.１生まれ
○４歳児　H26.４.２〜H27.４.１生まれ
○３歳児　H27.４.２〜H28.４.１生まれ

【受付場所】
○市立園は通園区の園
○私立園は希望園

【受付時間】
平日８時30分〜17時15分
※10月19日(金)は16時30分まで受付

【提出書類】入園申込書
(上記受付場所で９月14日(金)から配布。)

放課後児童クラブ
☆通所できるのは
市内の小学校に通学している児童で、学校の放課後等

に、保護者や家族が仕事等の都合で家庭にいない児童
【受付場所・時間】
○各放課後児童クラブ：平日14時～18時
○子育て支援課、北部振興局福祉生活課・各支所：平
日８時30分〜17時15分

※10月11日(木)、10月18日(木)は子育て支援課で19時
まで受付。

【提出書類】
通所申込書、就労証明書など
(必要書類は上記受付場所で９月14日(金)から配布)
○定員を超えた場合は、期間内に申込書を提出した人

の中から選考します。
○低学年の児童や、特に支援が必要な児童を優先して

受け入れます。高学年の児童は、施設の状況等によ
り通所できない場合があります。

○年度途中から、または長期休業中のみ通所を希望す
る人もこの期間に申し込んでください。

※年間を通して通所を希望する児童が８人以上の場
合、開設を検討します。

※民設の放課後児童クラブを希望する場合は、直接申し込んでください。

※認定こども園(短時部)はP.７の表をご覧ください。
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県
下
一
斉
屋
外
広
告
物

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

９
月
１
日
〜
10
日
は

「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」
で
す

県
下
一
斉
で
屋
外
広
告
物
法
に
基
づ
く
違
反
広
告
物
の
簡

易
除
却
を
行
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
は
生
活
の
大
切
な
情
報
源
で
す
が
、
ま
ち
の

良
好
な
景
観
を
保
全
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
違

反
屋
外
広
告
物
の
県
下
一
斉
取
締
り
を
実
施
し
ま
す
。

広
告
物
の
表
示
者(

管
理
者)

は
、
適
切
に
設
置
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
、
こ
の
機
会
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

※
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
、
大
き
さ
や
設
置
場
所
に
よ
り

許
可
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
計
画
段
階
で
事
前

に
担
当
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
設
置
済
み
の
広
告
物
の
中
に
は
、
許
可
を
得
て
い
な
い
も

の
や
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
条
例
違
反
と
な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
許
可

申
請
等
の
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
課
と
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付
受
付
を
平
日
だ
け
で
な
く
左
記
の

日
程
で
日
曜
日(

９
時
〜
12
時
ま
で)

も
行
い
ま
す
。

平
日
窓
口
に
お
越
し
に
な
れ
な
い
人
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
担
当
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
開
庁
日
】

○
市
民
課(

本
庁
舎)

平
成
30
年
９
月
９
日
・
23
日

           

10
月
14
日
・
28
日

           

11
月
11
日
・
25
日

           

12
月
９
日
・
23
日

平
成
31
年
１
月
13
日
・
27
日

           

２
月
10
日
・
24
日

           

３
月
10
日

■問
市
民
課(�☎�
６
５
ー
６
５
１
１
）

                                      

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

(�☎�
８
２
ー
５
９
０
１
）

■問
都
市
計
画
課(�☎�
６
５
ー
６
５
６
２
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
、
申
請
・
交
付

を
日
曜
日
も
受
け
付
け
ま
す

▲違反広告物の撤去作業（昨年の様子）

■第１次試験日 10月14日(日) ※「建築技術職（上級）の【有資格者】」のみ 10月28日（日）
■申込受付期限 ９月３日(月)から９月28日(金)当日消印有効
■試験会場 市役所本庁舎
■受験申込書の配布場所 市役所（本庁、北部振興局および支所）
※市ホームページからダウンロードすることもできます。

受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「○○職受験申込
書請求」と朱書きし、返信用封筒(角形２号・120円切手貼付・宛
先・郵便番号明記)を同封し右記まで送付してください。

市職員を募集します(平成31年４月１日採用予定)市立長浜病院職員を募集します(平成31年４月１日採用予定)

長浜市立湖北病院職員を募集します(平成31年４月１日採用予定)

職　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

建築技術職
（上級）

若干人

次のいずれかに該当する人
ア　平成３年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人
イ 平成９年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学(短期大学を除

く)を卒業した人または平成31年３月31日までに大学を卒業する見込みの人

建築技術職
（上級）

【有資格者】
若干人

平成３年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人
ア　１級建築士または２級建築士の資格を有する人
イ　受験申込時点で１級建築士または２級建築士の学科試験に合格している人

（設計製図試験の受験資格を有する人）

保健師職
（上級）

若干人
次に該当する人

平成３年４月２日以降に生まれた人で、保健師の免許を有する人（平成31年３
月31日までに取得する見込みの人を含む）

問合せ・申込先
長浜市職員選考委員会(人事課内)

〒526ー8501　八幡東町632

☎６５ー６５０２

■試験日 10月27日(土)　■申込受付期限 10月12日(金)　必着

■試験会場 長浜市立湖北病院

受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダウン

ロードすることもできます。受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒

の表に「社会福祉士職受験申込書請求」と朱書きし、返信用封筒(角型

２号・120円切手貼付・宛先・郵便番号明記)を同封して、右記まで送

付してください。

問合せ・申込先
長浜市病院事業職員選考委員会

〈長浜市立湖北病院事務局管理課内〉

〒526ー0493　木之本町黒田1221

☎８２ー６１４３

職　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

社会福祉士 ２人

次のいずれにも該当する人
〇昭和58年４月２日以降に生まれた人
〇社会福祉士免許を有する人(平成31年７月末日までに免許取得見込みの人を含む)
〇市内または近接地に居住できる人

職　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

一般事務職
(上級) １人程度

次のいずれにも該当する人
〇昭和59年４月２日以降に生まれた人
〇診療情報管理士の資格を有し、病院での医事業務の経験有する人

職　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

一般事務職
（初級）

若干人
※しょうがい
のある人が対
象です。

次のいずれにも該当する人
ア　昭和58年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた人
イ　身体障害者手帳・療育手帳(または知的障害者判定機関により知的しょうがい者

である旨の判定書)・精神障害者保健福祉手帳のいずれかの交付を受けている人
ウ　介護者なしに一般事務職としての職務遂行が可能な人
エ　介護者なしに受験可能な人

■問人事課(☎�６５ー６５０２)

【一般枠】

【しょうがいのある人対象】

■試験日 10月６日(土)　■申込受付期限 ９月28日(金)　当日消印有効

■試験会場 市立長浜病院

受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダウン

ロードすることもできます。受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒

の表に「一般事務職(上級)受験申込書請求」と朱書きし、返信用封筒(角

型２号・120円切手貼付・宛先・郵便番号明記)を同封して、右記まで

送付してください。

問合せ・申込先
長浜市病院事業職員選考委員会

〈市立長浜病院事務局総務課内〉

〒526ー8580　大戌亥町313

☎６８ー２３２４

○
福
祉
生
活
課(

北
部
振
興
局)

平
成
30
年
９
月
９
日

           

10
月
14
日

           

11
月
11
日

           

12
月
９
日

平
成
31
年
１
月
13
日

           

２
月
10
日

           

３
月
10
日

▲各種証明書の交付手数料

○マイナンバーカードがあると証明書の
コンビニ交付が受けられます。
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■問
健
康
推
進
課(�☎�
６
５
ー
７
７
５
９
）

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
湖
北
２
０
１
８
」
イ
ベ
ン
ト

ゆ
っ
た
り
検
診
！
「
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
」
を
実
施
し
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■問
健
康
推
進
課(�☎�
６
５
ー
７
７
７
９
）

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う

乳
が
ん
に
か
か
る
人
は
40
歳
〜
50
歳
代

の
女
性
に
多
く
、
こ
の
20
年
間
で
約
２
倍

に
増
え
て
い
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
20
歳

代
か
ら
急
増
し
ま
す
。

今
年
も
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
長
浜
実
行
委
員

会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
湖

北
２
０
１
８
」
と
同
時
開
催
で
「
乳
が
ん

検
診
」
「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」
を
実
施
し

ま
す
。
今
年
は
会
場
を
臨
湖
に
変
え
、
美

味
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ

っ
た
り
と
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま

す
。ぜ

ひ
、
友
だ
ち
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
と
　
き
】

10
月
14
日(

日
曜
日)

９
時
〜
11
時
・
13
時
〜
15
時

【
内
　
容
】

問
診
、
乳
が
ん
の
自
己
触
診
法
、
バ
ス

内
で
の
検
診

【
と
こ
ろ
】

セ
ミ
ナ
ー
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

臨
湖(

港
町)

【
定
　
員
】
乳
が
ん
検
診
　
１
０
０
人

           

子
宮
頸
が
ん
検
診
　
１
２
０
人

※
予
約
時
に
ご
希
望
の
受
付
時
間
を
ご
案

内
し
ま
す
。

【
料
　
金
】

○
乳
が
ん：

49
歳
以
下
　
１
，
５
０
０
円

              

50
歳
以
上
　
１
，
２
０
０
円

○
子
宮
頸
が
ん：

６
０
０
円

【
対
　
象
】

○
乳
が
ん：

40
歳
以
上
の
女
性
市
民
で
、

前
年
度
市
の
乳
が
ん
検
診
を

受
け
て
い
な
い
人

○
子
宮
頸
が
ん：

20
歳
以
上
の
女
性
市
民

で
、
前
年
度
市
の
子
宮

頸
が
ん
検
診
を
受
け
て

い
な
い
人

【
申
込
み
】

９
月
５
日(

水)

か
ら
電
話
で
左
記
担
当

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

健
康
推
進
課(

☎
６
５
ー
７
７
５
９)

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は

身
近
な
地
域
で
、
日
常
的
な
受
診
や
、

健
康
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
診
療
所
、
医

院
の
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

健
康
状
態
を
把
握
し
て
も
ら
う
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
持
つ
こ
と
は
、
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
に
ご
相
談

診
察
が
必
要
、
ま
た
は
体
調
に
つ
い
て

相
談
し
た
い
場
合
、
ま
ず
は
お
近
く
の

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
受
診
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
受
診
の
結

果
、
病
院
で
の
専
門
的
、
救
急
的
な
医
療

が
必
要
だ
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
「
か
か

り
つ
け
医
」
に
紹
介
状
の
作
成
と
診
察
の

予
約
を
し
て
も
ら
い
、
適
切
な
診
療
科
で

受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
診
療
所
、
医
院
の
紹
介
状
が
な
い
ま
ま

病
院
を
受
診
さ
れ
ま
す
と
、
初
診
料
に

特
別
料
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
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■問
行
政
経
営
改
革
課(�☎�
６
５
ー
６
７
０
２
）

■問
市
立
長
浜
病
院
医
事
課(�☎�
６
８
ー
２
３
０
０
）

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度
に
つ
い
て

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
「
後
納
制

度
」
は
、
９
月
30
日
で
終
了
し
ま
す
。
ご
利
用
に
は
お
申
込
み

が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
後
納

制
度
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」(

０
５
７
０
ー

０
０
３
ー
０
０
４)

ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

指
定
管
理
者
と
し
て
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
施
設
の
管

理
を
し
て
い
た
だ
け
る
法
人
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
す
る
施
設
】

①
健
康
パ
ー
ク
あ
ざ
い(
野
瀬
町
）

②
西
浅
井
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(
西
浅
井
町
塩
津
浜)

③
浅
井
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

今
荘
町)

④
長
浜
東
部
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

東
上
坂
町)

⑤
長
浜
西
部
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

朝
日
町)

⑥
長
浜
北
部
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

神
照
町)

【
指
定
管
理
予
定
期
間
】

５
年
間(

平
成
31
年
４
月
１
日
〜
平
成
36
年
３
月
31
日)

【
募
集
要
項
の
配
布
】

９
月
３
日(

月)

〜
10
月
３
日(

水)

の
期
間
に
左
記
担
当
課

で
配
布
し
ま
す
。

(

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分)

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

【
申
請
書
類
の
提
出
】

９
月
26
日(

水)

〜
10
月
３
日(

水)

に
直
接
左
記
担
当
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

①
健
康
推
進
課
〈
な
が
は
ま
ウ
ェ
ル
セ
ン
タ
ー
〉

☎
６
５
ー
７
７
７
９

②
〜
⑥
高
齢
福
祉
介
護
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

☎
６
５
ー
７
７
８
９

選
定
療
養
費
が
変
更
に
な
り
ま
す

市
立
長
浜
病
院
は
、
３
月
27
日
付
け
で
滋
賀
県
知
事
か

ら
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
状
を
お
持
ち
で
な
い

患
者
さ
ん
の
初
診
時
選
定
療
養
費
等
が
左
記
の
と
お
り
変
わ

り
ま
す
。

※
初
診
時
に
「
か
か
り
つ
け
医
」
等
か
ら
の
紹
介
状
を
お
持

ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
選
定
療
養
費
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

■問
彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（�
☎�
０
７
４
９
ー
２
３
ー
１
１
１
４
）

■問
彦
根
年
金
事
務
所
　
お
客
様
相
談
室

（�
☎�
０
７
４
９
ー
２
３
ー
１
１
１
６
）

一
日
年
金
相
談
所
の
開
設

【
と
　
き
】
９
月
20
日(

木) 

10
時
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
舎
５
階
　
５
ー
Ｃ
会
議
室

【
申
込
み
】
１
週
間
前
ま
で
に
、
左
記
の
予
約
専
用
電
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
専
用
電
話

彦
根
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
９
ー
２
３
ー
５
４
８
９

(

平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分)

※
こ
の
電
話
で
は
、
予
約
の
み
受
付
し
ま
す
。

市
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す

内　容 10月１日から

初診時選定療養費
他の医療機関からの紹介状をお持

ちでなく、初診に該当する場合

5,400円(税込)
（現行2,160円）

再診時選定療養費
病状が安定し他の医療機関へご紹

介させていただいた後、紹介状をお
持ちにならずに再度当院の受診を希
望された場合

2,700円(税込)
（現行0円）
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地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

育
ち
ゆ
く
子
ど
も
た
ち

浅
井
小
学
校
は
今
年
の
４

月
、七
尾
小
学
校
と
統
合
し
、

新
し
い『
浅
井
小
学
校
』
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
学

区
は
上
草
野
・
下
草
野
・
七

尾
の
３
つ
の
地
域
に
広
が

り
、
こ
れ
ま
で
の
徒
歩
通
学

か
ら
登
下
校
時
に
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
利
用
す
る
と
こ
ろ
も

増
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
昨
年
ま
で
学
校
間
交
流
や

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね

て
き
ま
し
た
の
で
、
ス
ム
ー

ズ
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

朝
の
始
業
前
に
は
10
分

間
、「
Ｔ
Ｅ
Ｎ

テ

ン

ト
レ
」
と
い
う

時
間
を
設
定
し
、
日
替
わ
り

で
様
々
な
体
の
動
き
を
体
験

す
る
取
組
を
続
け
て
い
ま

す
。
朝
か
ら
楽
し
く
体
を
動

か
す
こ
と
で
、
脳
の
活
性
化

や
体
力
の
維
持
・
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
朝
、
す
っ
き
り
と

し
た
頭
で
１
時
間
目
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
学

区
に
広
が
り
が
で
き
た
こ
と

で
、
人
や
モ
ノ
と
の
触
れ
合

い
・
つ
な
が
り
を
持
て
る
機

会
や
場
が
増
え
ま
し
た
。
学

区
は
山
間
部
か
ら
平
野
部
ま

で
続
い
て
い
る
た
め
、自
然
や

歴
史
、産
業
な
ど
多
く
の
特
徴

を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
学
習
に
取
り
入
れ
、「
つ

な
が
り
」
を
重
視
し
た
活
動

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
低
学
年
で
は
、

学
校
近
く
の
親
水
公
園
や
神

社
・
商
店
、
中
学
年
は
３
つ

の
地
域
と
姉
川
・
草
野
川
、

高
学
年
は
姉
川
古
戦
場
や
各

地
域
の
先
輩
と
つ
な
が
る
取

組
を
設
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
学
区
の

広
が
り
と
共
に
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
知
る
機
会
の
な
か
っ

た
も
の
に
多
く
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
広
い
視
野
を
持
ち
、
ふ

る
さ
と
の
自
然
や
歴
史
、
人

や
文
化
に
触
れ
、
ふ
る
さ
と

を
愛
し
誇
り
を
持
つ
と
と
も

に
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

子
ど
も
の
成
長
を
願
っ
て
い

ま
す
。

学校・園活動
紹介

18

■問
産
業
文
化
交
流
拠
点
整
備
室(�☎�
６
５
ー
６
９
０
７
）

産
業
文
化
交
流
拠
点
の
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す

【
産
業
文
化
交
流
拠
点
と
は
】

「
図
書
館
」「
長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

(

旧
長
浜
公
民
館)

」「
市
民
活
動
支
援
機

能
」「
地
域
福
祉
支
援
機
能
」
を
備
え
た
文

化
福
祉
棟
と
、「
商
工
会
議
所
」「
産
業
創
造

セ
ン
タ
ー(

仮
称)

」
を
備
え
た
産
業
支
援

棟
を
あ
わ
せ
も
つ
複
合
施
設
で
す
。

「
人
・
文
化
・
産
業
を
創
造
す
る
知
の
拠

点
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
複
数
の
機

能
が
融
合
す
る
こ
と
で
都
市
の
新
た
な
魅

力
と
地
域
の
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

10
月
31
日(

水)

必
着

【
募
集
内
容
】

長
浜
市
産
業
文
化
交
流
拠
点
の
愛
称
。

施
設
の
一
体
感
を
感
じ
る
よ
う
な
親
し

み
や
す
い
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

【
賞
品
】

優
秀
賞(

１
点)

現
金
　
５
万
円

【
応
募
方
法
】

①
愛
称
②
愛
称
の
説
明(

最
大
２
０
０
字)

③
氏
名(

ふ
り
が
な)

④
住
所
⑤
年
齢
⑥
電

話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
ま
た
は
直
接
下
記
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま

す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
・
応
募
先

〒
５
２
６
ー
８
５
０
１
　
八
幡
東
町
６
３
２

産
業
文
化
交
流
拠
点
整
備
室

〈
本
庁
舎
３
階
〉

☎
６
５
ー
６
９
０
７

６
５
ー
６
５
７
１

✉sanbun-kyoten@
city.nagaham

a.lg.jp

FAX

▲楽しく朝のTENトレ

▲産業文化交流拠点完成予想図

▲地域探検での子どもたち

▲申込ページ

■問
環
境
保
全
課(�☎�
６
５
ー
６
５
１
３
）

■問
健
康
推
進
課(�☎�
６
５
ー
７
７
７
９
）

■問
環
境
保
全
課(�☎�
６
５
ー
６
５
１
３
）

９
月
の
長
浜
市
民
献
血
デ
ー
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

市
内
に
献
血
バ
ス
が
配
車
さ
れ
ま
す
の
で
、
献
血
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
８
日(

土)

西
友
長
浜
楽
市
店

【
受
付
時
間
】
10
時
〜
11
時
45
分

               

13
時
〜
15
時
30
分

※
４
０
０
ml
献
血
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
滋
賀
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
で

(h
ttp

://sh
iga.b

c.jrc.o
r.jp

/)

７
月
18
日(

水)

、
不
燃
ゴ
ミ
収
集
中
の
作
業
員
が
収
集
ゴ

ミ
に
紛
れ
て
い
た
包
丁
で
手
を
負
傷
す
る
事
案
が
発
生
し
ま

し
た
。
包
丁
は
集
積
所
に
出
し
て
は
な
ら
な
い
物
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
紙
等
に
包
む
な
ど
の
安
全
対
策
を
し
て
内
容
物

を
記
入
し
た
う
え
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
11
日(

月)

に
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
が

原
因
と
思
わ
れ
る
車
両
火
災
が
発
生
し
た

ば
か
り
で
あ
り
、
不
適
切
な
ゴ
ミ
の
出
し

方
は
人
の
生
命
に
も
関
わ
る
重
大
な
問
題

を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
今
一

度
「
こ
ほ
く
る
〜
る
」
を
よ
く
読
ん
で
適

正
な
ゴ
ミ
出
し
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

９
月
23
日(

日
・
祝)

は
ゴ
ミ
の

持
込
み
が
可
能
で
す

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊
香

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

10
月
28
日(

日)

刃
物
等
の
不
燃
ゴ
ミ
は

正
し
く
出
さ
な
い
と
危
険
で
す

■問
人
権
政
策
推
進
課(�☎�
６
５
ー
６
５
６
０
）

【
と
　
き
】
９
月
27
日(
木) 

10
時
〜
12
時

【
と
こ
ろ
】
神
照
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

神
照
町)

【
内
　
容
】
講
義
「
在
宅
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
る

〜
在
宅
ワ
ー
ク
っ
て
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
？
〜
」ほ
か

【
定
　
員
】
50
人(

先
着
順)

※
託
児
は
先
着
20
人
ま
で(

無
料
／
９
月
20
日
ま
で
に
要
予
約)

問
合
せ
・
申
込
先

㈱
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ム(

委
託
元：

滋
賀
県
女
性
活
躍
推
進
課)

☎
０
１
２
０
ー
９
０
０
ー
６
５
７

０
４
２
ー
３
８
９
ー
０
２
３
０

FAX

在
宅
ワ
ー
ク
入
門
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

▲Android用

▲iphone用

■問
防
災
危
機
管
理
局(�☎�
６
５
ー
６
５
５
５
）

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

総
合
防
災
訓
練

柳
ヶ
瀬
・
関
ヶ
原
断
層
帯
を
震
源
と
す
る
震
度
７
の
地
震

を
想
定
し
、
地
震
発
生
時
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る

体
制
の
確
立
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

【
実
施
日
】
10
月
21
日(

日)

〇
第
１
部

【
と
　
き
】
７
時
〜
８
時
30
分

【
内
　
容
】
各
家
庭
、
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
等
に
よ
る
各

地
域
で
の
避
難
訓
練
や
防
災
活
動

※
７
時
に
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
訓
練
開
始
の
合
図
放
送

を
行
い
ま
す
。

〇
第
２
部

【
と
　
き
】
９
時
〜
12
時

【
と
こ
ろ
】
び
わ
北
小
学
校
運
動
場(

益
田
町)

【
内
　
容
】
土
砂
埋
没
車
両
・
倒
壊
家
屋
救
出
、
火
災
防
御
・

水
防
、
非
常
食
炊
き
出
し
、
避
難
所
開
設
・
運

営
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
な
ど
の
訓
練
を
実
施
。

※
見
学
は
自
由
で
す
が
、
会
場
周
辺
に
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

原
子
力
防
災
訓
練

【
実
施
日
】
11
月
４
日(

日)

【
と
　
き
】
７
時
30
分
〜
12
時

【
避
難
集
合
場
所
】
高
時
小
学
校
体
育
館(

木
之
本
町
石
道)

▲収集ゴミに紛れていた包丁

「こほくるーる」アプリ
ダウンロードページ
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７月21日(土)
高校生がプロジェクトに挑戦！　

高校生が企業や大学とかかわりながら地域に新たな価値を見

出すプロジェクト「高校生Challenge&Creation」。そのキック

オフ講座が曳山博物館伝承スタジオで行われました。

この日は36人の高校生が集まり、まちづくりに関わる人たち

の講演などが行われました。

これから高校生たちは「まちなかスイーツプロジェクト」

「本のまち・木之本ポスタープロジェクト」に挑戦します。

長浜市公式SNS
このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

８月４日(土)
元日本代表から指導を受けました

市民プールで「元日本代表 塩
しお

田
た

義法
よ し の り

のアクアゲーム(水球)教

室」が行われました。

日本代表で長年活躍した塩田氏が、子どもたちにドリブルや

パス、シュートの技術を指導しました。

普段あまり水球に触れる機会のない子どもたちですが、わか

りやすく楽しい指導を受け、元気よくボールを追いかけまし

た。

８月４日(土)
浴衣姿の人たちで町がにぎわう

２年前から行われている長浜なつまつりで、「長浜総おどり」が

行われました。

この日は市内の企業や団体合わせて、850人が参加。「長浜おど

り」と「江州音頭」の二種類の踊りを披露しました。

参加者は心地よいリズムに合わせて御坊表参道を踊り歩きまし

た。軽やかな踊りに沿道から手拍子が沸きあがりました。

８月４日(土)
ビオトープで楽しく自由研究
早崎ビオトープで水生生物の観察会が行われ、小学生や保護者な

どおよそ20人が参加しました。

この観察会は、子どもたちの夏休みの自由研究の参考になるよう

にと、早崎内湖再生保全協議会が中心となって毎年開いており、ビ

オトープで採取した水生生物の調査、観察を行っています。

子どもたちは、捕獲された様々な生き物についてスタッフから説

明を受け、琵琶湖の生態系について理解を深めました。

８月６日(月)
活動の成果を披露しました
市内の小学校３年から６年生からなる水生生物少年少女調査隊

「みずすまし」の今年度の発表会が湖北文化ホールで行われまし

た。

今年度は市内26校516人の隊員が小学校区ごとに河川の水生生

物の調査を行いました。

この日は水生生物調査の発表のほか、隊員の自己紹介や抱負など

も行われ、学校の枠組みを超えた交流が行われました。

▲市ホームページ ▲ほっとにゅーす

●長浜の催しや風景など、自慢の一枚をインスタグラムに投稿してください。
長浜市公式インスタグラムアカウント「#みんなのちょぴっく」で紹介しま
す。詳しくは市ホームページをご覧ください。

●見聞録のイベントは市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができ
ます。

７月27日(金)
夜空を彩る１万発の花火

長浜夏の風物詩「長浜・北びわ湖大花火大会」が長浜港一帯

で開催されました。

スターマインを中心に、芸術花火や音楽に合わせたミュージ

カル花火、ミュージックスターマインなど創意工夫を凝らした

約１万発が打ち上げられました。

県内外から集まった約11万人はその迫力と美しさに酔いしれ

ました。

７月29日(日)
楽しみながら医師体験を行いました

湖北医師会が主催する「医師体験ワークショップ」が長浜赤

十字病院で行われました。

中学生、高校生が医師という職業に興味を持ってもらおうと

開かれたものです。

医師の指導の下、救急救命や問診体験、切開・縫合体験など

が行われました。医師たちのわかりやすい説明を受け、参加し

た人たちは楽しく体験することができました。

７月29日(日)
180年の伝統を肌で感じました
びわリュートプラザでの冨田人形夏公演が行われました。

公演の開会を告げる式三番叟のほか、３本の演目が演じら

れ、180年の歴史を持つ伝統を保存・伝承する冨田人形共遊団

のメンバーがその技を惜しげなく披露しました。

また共遊団で受け入れている留学生の２人の演技や、小学１

年生から中学１年生のジュニアクラスの子どもたちの熱演に、

会場から拍手が沸きあがりました。
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市役所内で行われた会議について、
その内容を概略でお知らせします。
詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

市政の動き (７月13日～８月９日)

委員長を選出し、委員長職務代理者が指名されました。会議
は原則公開すること、平成29年度の総合評価の結果を今年度
の選定基準に反映させることについて、承認しました。

会長・副会長を選出し、長浜市子ども・子育て支援事業計画
の進捗管理および、第２期長浜市子ども・子育て支援事業計
画の策定について事務局から説明を受け、質疑応答を行いま
した。

７月13日(金)
第１回長浜市指定管理者選定委員会第１委員会
担当課：行政経営改革課(☎６５ー６７０２)

７月17日(火)
第１回長浜市子ども・子育て会議
担当課：子育て支援課(☎６５ー６５１４)

中央図書館、北館、サテライトの効果的かつ効率的な役割と
運営について意見交換を行いました。

７月19日(木)
第３回長浜市図書館協議会
担当課：長浜図書館(☎６３ー２１２２)

平成29年度の教育委員会の活動概要および事務事業の自己
点検・評価について、事務局から説明を受け、その内容を審
議しました。

７月20日(金)
長浜市教育委員会事務評価委員会
担当課：教育総務課(☎６５-ー８６０３)

長浜市地域防災計画(案)について原案のとおり承認しまし
た。

７月27日(金)
第１回長浜市防災会議
担当課：防災危機管理局(☎６５ー６５５５)

会長・副会長を選出し、景観まちづくり等について事務局か
ら報告・説明を受け、質疑応答と意見交換を行いました。

７月25日(水)
第１回長浜市景観審議会
担当課：都市計画課(☎６５-６５６２)

適正に管理されていない空家等情報のうち、所有者等が対応
されていない(十分でないものを含む)案件13件を審査し、６
件を特定空家等に認定しました。

８月１日(水)
第７回長浜市空家等対策推進会議
担当課：建築住宅課(☎６５ー６５３３)

委員長を選出し、委員長職務代理者が指名されました。会議は原則公開する
こと、平成29年度の総合評価の結果を今年度の選定基準に反映させること
について、承認しました。また、河毛駅、虎姫駅両コミュニティハウス関連
施設の指定管理者の募集方法および募集要項等について審議しました。

８月２日(木)
第１回長浜市指定管理者選定委員会第３委員会
担当課：行政経営改革課(☎６５ー６７０２)
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やま折りやま折り

やま折りやま折り

やま折りやま折り
のりしろ のりしろ

　市民の皆さんの声を市政に反映し、暮らしや
すいまちをつくるため、「市民からのメッセー
ジ」を募集します。「広報ながはま」や市政に
関する意見や提案をお聞かせください。
　お寄せいただいたメッセージは、市民の皆さ
んと共有するため、今後、市ホームページで掲
載する場合があります。

●飛び出す市長室「座ぶとん会議」
　市長が地域へ出向き、市民の皆さんと直接意見
交換をします。テーマは申込者が自由に設定でき
ます。詳しくは下記までお問い合わせください。
●ご意見箱
　市役所１階市民交流ロビーに、「ご意見箱」を
設置しています。
●市ホームページ
　トップページの「市へのご意見」から、
手軽に意見や提案を送ることができます。

ご利用ください長浜市の広聴制度市民の皆さんの声をお聞かせください

「市民からのメッセージ」

長浜市役所市民広報課 （ ☎６５－６５０４／FAX６５－４００６）【問合せ】

差
出
有
効
期
間

20
19
年
5
月
31
日

ま
で

≪記入方法等について≫

長 浜 市 役 所 市 民 広 報 課 行

長 浜 市 八 幡 東 町 ６ ３ ２

料
金
受
取
人
払
郵
便

長
浜
局
承
認

1
3
5

５
２
６
８
７
９
０

①複数の設問がありますが、いずれかの設問への記入だけでも受け付けます。
②郵便切手は不要です。FAXでの受付もできます。
③担当課からの返事をご希望の場合は、住所・氏名・連絡先をご記入ください。
メールアドレスのみ、番地や氏名の記載がないなどの場合は匿名扱いとなり、
お返事ができません。

■問
幼
児
課(�☎�
６
５
ー
８
６
０
７
）

親
子
ふ
れ
あ
い
運
動
あ
そ
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

乳
幼
児
期
の
全
身
運
動
は

体
と
心
を
育
て
ま
す

乳
幼
児
期
は
運
動
機
能
が
急
速

に
発
達
し
、
多
様
な
動
き
を
身
に

付
け
や
す
い
時
期
で
す
。
こ
の
時

期
に
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
体
力
や
運
動
能
力
の
向

上
は
も
ち
ろ
ん
、
脳
が
活
性
化
す

る
こ
と
で
、
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
力
が
よ
り
う
ま
く
働
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
集
中
力

や
判
断
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
育
み
、
集
団
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
性
も
培

わ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
発
達
段
階
に
あ
わ
せ

て
無
理
な
く
楽
し
く
で
き
る
「
運

動
あ
そ
び
」
を
就
学
前
教
育
に
取

り
入
れ
、
子
ど
も
の
意
欲
と
自
信

を
高
め
、
「
動
け
る
体
づ
く
り
・

人
と
う
ま
く
か
か
わ
れ
る
心
づ
く

り
」
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

親
子
で
楽
し
む
　
親
子
で
育
む

わ
く
わ
く
運
動
あ
そ
び

家
庭
で
も
気
軽
に
で
き
る
全
身

を
使
っ
た
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
、
市

内
の
園
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
運

動
あ
そ
び
」
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

楽
し
く
体
を
動
か
し
、
親
子
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
深
め
な
が
ら
、

体
も
心
も
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
。

見
学
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
と
　
き
】
10
月
20
日(

土)
           

①
10
時
〜
11
時
30
分

           

②
13
時
30
分
〜
15
時

【
と
こ
ろ
】

虎
姫
運
動
広
場
体
育
館(

五
村)

【
参
加
費
】
無
料

【
対
　
象
】

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
幼
稚

園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
に
在

園
の
３
〜
５
歳
児
と
そ
の
保
護
者

【
定
　
員
】

①
②
と
も
60
組
１
２
０
人
ず
つ

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

【
講
　
師
】

松
本
短
期
大
学
名
誉
教
授

栁や
な
ぎ

澤ざ
わ

秋
孝

あ
き
た
か

氏

【
申
込
み
】

９
月
３
日(

月)

〜
12
日(

水)

に

直
接
担
当
課
ま
た
は
市
内
各
園
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▲前年度のフォーラムの様子
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市長市長
コラム　コラム　
市長

コラム　9898夏
の
祭
り

今
年
の
夏
は
酷
暑
の
毎
日
で
し
た
。
そ
し

て
ま
だ
暑
さ
が
続
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

こ
の
夏
、
市
内
各
地
で
夏
祭
り
や
地
蔵
盆

が
開
か
れ
「
故
郷
」
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

恒
例
の
長
浜
・
北
び
わ
湖
大
花
火
大
会

は
、
昭
和
55
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
も
絶

好
の
花
火
日
和
に
恵
ま
れ
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
11
万
人
の
市
民
や
観
光
客
が
訪
れ
ま
し

た
。夕

日
が
び
わ
湖
と
空
を
赤
く
染
め
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
沈
み
一
番
星
が
光
り
輝
く
と
湖

面
と
夜
空
を
舞
台
に
１
万
発
の
花
火
が
鮮
や

か
に
広
が
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
音
楽
に
合
わ
せ
た
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
び

わ
湖
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
青
一
色
の
鮮
や
か
な

花
火
な
ど
多
彩
な
演
出
で
夜
空
と
湖
面
が
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
き
ま
し
た
。
家
族
連
れ
の
皆
さ

ん
か
ら
「
わ
あ
！
」
と
歓
声
が
上
が
り
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
花
火
大
会
は
、
事
業
計
画
か
ら
協
賛

依
頼
、
安
全
対
策
と
奔
走
し
て
い
た
だ
い
た

実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
賜
物
で

す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
も
企
業
、
団
体
、
自
治
会
、

そ
し
て
ご
来
場
の
皆
さ
ま
の
物
心
両
面
の
ご

支
援
の
お
陰
で
す
。

歴
史
あ
る
こ
の
花
火
大
会
は
、
長
浜
の
夏

の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
市
民

の
誇
り
で
す
。
今
後
も
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
祈
念
し
ま
す
。

他
に
も
こ
の
夏
、
市
内
各
地
で
「
木
之
本

地
蔵
縁
日
」
、「
か
わ
そ
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
、「
長
浜
な
つ
ま
つ
り
」
、「
水
と
ロ

マ
ン
の
祭
典
」
な
ど
が
開
か
れ
ま
し
た
。

「
祭
」
は
人
と
人
と
の
絆
を
結
び
地
域
を

元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。
今
年
の
夏
も
「
故

郷
」
は
大
勢
の
皆
さ
ん
の
再
会
や
新
し
い
出

会
い
等
で
素
晴
ら
し
い
季
節
で
し
た
。
そ
し

て
い
よ
い
よ
実
り
の
秋
を
迎
え
ま
す
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

「
非ひ

結
核

け
�
か
く

性せ
い

抗
酸
菌

こ
う
さ
ん
き
ん

症し
�
う

」と
い
う

病
気
に
つ
い
て
　

非
結
核
性
抗
酸
菌
症
と
い
う
病

気
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

呼
吸
器
科
の
外
来
を
受
診
さ
れ

る
人
の
最
も
多
い
訴
え
は
「
長
引

く
咳
・
痰
」
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
が
咳
や
痰
の
原
因
と
な
り
ま

す
が
、
特
に
中
高
年
の
人
で
は
非

結
核
性
抗
酸
菌
症
と
い
う
病
気
が

原
因
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

世
の
中
に
は
抗
酸
菌
と
い
う
菌

が
存
在
し
、
そ
の
中
に
は
有
名
な

結
核
菌
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
抗

酸
菌
の
な
か
で
も
結
核
菌
以
外
の

菌
に
感
染
し
た
状
態
を
「
非
結
核

性
抗
酸
菌
症
」
と
い
い
ま
す
。
わ

ざ
わ
ざ
結
核
菌
と
別
扱
い
し
て
い

る
の
は
、
多
く
の
点
で
結
核
と
非

結
核
性
抗
酸
菌
症
は
異
な
る
か
ら

で
す
。

近
年
、
日
本
で
は
結
核
感
染
者

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
一

方
で
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
は
増
加

し
て
お
り
今
で
は
世
界
で
も
日
本

が
最
も
多
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
結
核
は
他
人
に
う
つ
る
可
能

性
が
あ
り
治
療
し
な
い
と
命
に
関

わ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
診
断
さ

れ
る
と
必
ず
治
療
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
非
結
核
性
抗
酸

菌
症
は
他
人
に
う
つ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
命
に
関
わ
る
こ
と
も

少
な
い
た
め
、
軽
症
で
あ
れ
ば
必

ず
し
も
病
気
発
見
と
同
時
に
治
療

を
行
う
必
要
は
な
く
当
初
は
様
子

観
察
で
済
む
こ
と
も
多
い
病
気
で

す
。非

結
核
性
抗
酸
菌
症
で
多
い
症

状
は
長
引
く
咳
や
痰
・
微
熱
・
倦

怠
感
な
ど
で
、
た
だ
の
風
邪
と
勘

違
い
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
風
邪
み
た
い
な
症

状
」
が
長
く
続
い
て
改
善
せ
ず
に

困
っ
て
い
る
と
き
は
、
非
結
核
性

抗
酸
菌
症
を
患
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
非
結
核
性
抗
酸
菌

症
の
人
の
お
よ
そ
８
〜
９
割
は
先

に
述
べ
た
よ
う
に
早
期
治
療
は
不

要
で
す
が
、
残
り
の
２
割
弱
、
特

に
症
状
が
多
く
て
日
常
生
活
で
も

困
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
関

し
て
は
早
期
に
治
療
を
行
っ
た
ほ

う
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
引
く
咳
や
痰
・
微
熱
・
倦
怠

感
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
、
当
院

呼
吸
器
内
科
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■問
市
立
長
浜
病
院

（
☎
６
８
ー
２
３
０
０〈
代
表
〉)

このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ“健康豆知識”
などを紹介します。

市立病院通信- 89-

▲長浜・北びわ湖大花火大会

呼吸器内科

副医長　上林
かんばやし

憲
けん

司
じ

性別 年齢男・女 歳

住　所

氏　名

電　話
F A X

メール

長浜市

今月号の特集に関するご意見

広報ながはまに関するご意見

今後、特集を希望するテーマ

※○をつけてください。

担当課からの返事をご希望の場合は、連絡先
をご記入ください。

FAXでも受け付けます。 FAX６５－４００６

（電話・メール・FAX）で返事を希望

谷折り谷折り

谷折り谷折り

谷折り谷折り

谷折り谷折り

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ
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竹
生
島
の
信
仰
の
中
心
は
弁
才
天
信
仰

と
観
音
信
仰
で
す
。
観
音
信
仰
は
、
西
国

三
十
三
所
観
音
霊
場
の
札
所
と
し
て
、
主

に
外
の
地
域
か
ら
多
く
の
巡
礼
者
を
集
め

て
き
ま
し
た
が
、
弁
才
天
信
仰
は
平
安
時

代
に
在
地
の
神
で
あ
る
浅あ

ざ

井い

姫
命

ひ
め
の
み
こ
とと

習
合

し
、
竹
生
島
最
大
の
法
要
で
あ
る
「
蓮れ

ん

華げ

会え

」
を
通
じ
て
、
地
元
浅
井
郡
の
住
民
を

強
固
に
結
び
付
け
て
き
ま
し
た
。

蓮
華
会
は
、
先
頭

せ
ん
と
う

と
後ご

頭と
う

と
い
う
２
人

の
頭
役

と
う
や
く

が
島
か
ら
迎
え
た
弁
才
天
像
を
自

宅
に
迎
え
、
も
う
一
度
島
へ
送
り
返
す
と

い
う
行
事
が
中
心
で
、
天
下
泰
平
・
五
穀

豊
穣
を
祈
願
し
ま
す
。
頭
役
は
浅
井
郡
内

の
富ふ

う

貴き

の
者
か
ら
選
ば
れ
、
頭
が
差さ

す

(

頭
役
に
選
ば
れ
る)

こ
と
は
最
高
の
栄
誉

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
毎
年
８
月

15
日
に
は
、
頭
役
２
人
と
関
係
者
が
行
列

と
な
っ
て
急
な
階
段
を
登
り
、
宝
厳
寺
本

堂(

弁
才
天
堂)

ま
で
弁
才
天
を
運
ん
で
奉

納
し
ま
す
。
弁
才
天
堂
は
江
戸
時
代
ま
で

は
現
在
の
都
久
夫
須
麻

つ

く

ぶ

す

ま

神
社
本
殿
で
し
た

が
、
明
治
の
神
仏
分
離
に
よ
り
宝
厳
寺
に

移
さ
れ
ま
し
た
。

宝
厳
寺
に
は
、
こ
れ
ま
で
奉
納
さ
れ
た

数
多
く
の
弁
才
天
像
が
伝
わ
り
ま
す
。
弁

才
天
は
『
金
光

こ
ん
こ
う

明
み
ょ
う

最さ
い

勝
し
ょ
う

王お
う

経き
ょ
う

』
弁
才
天

品ぼ
ん

に
説
か
れ
る
福
徳
・
延
寿
・
財
宝
を
司

る
女
神
。
も
と
も
と
イ
ン
ド
の
河
川
を
神

格
化
し
た
も
の
で
、
水
神
・
音
楽
神
で
も

あ
り
ま
す
。
竹
生
島
で
は
一
面

い
ち
め
ん

八は
っ

臂ぴ

の
坐

像
で
表
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
頭
上
に
人

面
蛇
体
の
宇
賀

う

が

神
と
華け

表ひ
ょ
う(

鳥
居)

を
戴
き

ま
す
。
願
い
の
叶
う
宝
珠
と
宝
物
蔵
の
鍵

を
持
つ
こ
と
か
ら
、
後
世
「
弁
財
天
」
と

も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
厳

い
つ
く

島し
ま

弁
才

天
、
江
島

え
の
し
ま

弁
才
天
と
並
ん
で
日
本
三
大
弁

才
天
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
像
は
像
高
38
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
小
柄
で
す
が
、
典
型
的
な
竹
生
島
型

弁
才
天
で
、
ふ
く
よ
か
な
顔
に
二
重
瞼
の

優
し
い
眼
差
し
と
笑
窪
を
配
し
、
着
衣
に

は
胡ご

粉ふ
ん

に
よ
る
盛
り
上
げ
彩
色
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
体
軀
は
ヒ
ノ

キ
材
製
の
寄よ

せ

木ぎ

造つ
く
り

で
、
頭
体
幹
部
は
前
後

２
材
製
で
面
部
に
１
材
を
矧は

ぎ
、
内
刳

う
ち
ぐ
り

を

施
し
て
内
部
に
像
心
束

ぞ
う
し
ん
づ
か

を
つ
く
り
出
し
て

い
ま
す
。
両
肩
そ
れ
ぞ
れ
に
前
後
２
材
を

寄
せ
、
前
部
材
に
真
手
、
後
部
材
に
脇
手

３
手
を
矧
い
で
い
ま
す
。
そ
し
て
脚
部

材
、
両

り
ょ
う

腰
脇

こ
し
わ
き

三
角
材
、
裳も

先さ
き

を
寄
せ
、
像

底
か
ら
刳く

り
上
げ
て
い
ま
す
。

像
背
面
材
の
内
刳
部
分
に
「
坂
田
郡
／

大
仏

だ
い
ぶ
つ

子し

重
清

し
げ
き
よ

／
平
方
庄
」
、
膝
裏
に
「
江

州
浅
郡
／
河
路

か
わ
み
ち

浜
／
惣そ

う

兵
衛

べ

え

／
後
頭
／
弘

治
三
／
年
六
月
／
吉
日
施
主
／
敬
白
」
の

墨
書
銘
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本

像
は
坂
田
郡
平
方

ひ
ら
か
た

庄(
現
長
浜
市
平
方
町

付
近)

の
仏
師
重
清
の
作
で
、
弘
治
３
年

(

１
５
５
７)

６
月
に
河
路
浜(

現
長
浜
市

南
浜
町
・
大
浜
町)

の
惣
兵
衛
が
蓮
華
会

の
後
頭
を
受
け
た
際
に
造
像
し
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
竹
生
島
の
奉
納
弁
才
天
像

の
う
ち
現
存
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
室
町

時
代
の
貴
重
な
基
準
作
例
で
す
。

■問
長
浜
城
歴
史
博
物
館

（
☎
６
３
ー
４
６
１
１
）

▲弁才天坐像

シリーズ○8
9

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、449件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。

※平成30年３月21日現在

市指定文化財　木造
も く ぞ う

弁才天
べ ん ざ い て ん

坐
ざ

像
ぞ う

指定日：平成13年３月18日
所在地：宝厳

ほ う ご ん

寺
じ

(早崎町)

▲像底と墨書銘

記事広告

■問
長
浜
文
化
芸
術
会
館(�☎�
６
３
ー
７
４
０
０
）

長
浜
市
・
米
原
市
に
在
住
在
勤
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
渾

身
の
美
術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

●
第
１
期
　
日
本
画
、
洋
画
の
展
示

【
と
　
き
】
９
月
11
日(

火)

〜
16
日(

日)

９
時
〜
17
時

●
第
２
期
　
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
の
展
示

【
と
　
き
】
９
月
22
日(

土)

〜
27
日(

木)

９
時
〜
17
時

※
１
・
２
期
と
も
最
終
日
は
16
時
ま
で

【
と
こ
ろ
】
長
浜
文
化
芸
術
会
館(

大
島
町)

◇
市
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

審
査
員
に
よ
る
入
賞
作
品
の
講
評
会
を
す
べ
て
の
部
門
で

開
催
し
ま
す
。
鑑
賞
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
や
今
後
の
創
作
活

動
の
ご
参
考
に
。
入
場
無
料
。

【
と
　
き
】

・
洋
　
画   

講
師：

中
原

な
か
は
ら

史ふ
み

雄お

氏 

９
月
15
日(

土) 

13
時
30
分

・
日
本
画   

講
師：

藤
森

ふ
じ
も
り

哲
朗

て
つ
ろ
う

氏 

９
月
16
日(

日) 

13
時
30
分

・
写
　
真   

講
師：

西
岡

に
し
お
か

伸し
ん

太た

氏 

９
月
22
日(

土) 

14
時

・
　
書      

講
師：

神か
ん

田だ

浩こ
う

山ざ
ん

氏 

９
月
24
日(

月
・
振
休) 

11
時

・
彫
刻・工
芸 

講
師：

土つ
ち

田だ

隆た
か

生お

氏 

９
月
24
日(

月
・
振
休) 

11
時

【
と
こ
ろ
】
長
浜
文
化
芸
術
会
館(

大
島
町)

「
第
70
回
長
浜
市
美
術
展
覧
会
」
を

開
催
し
ま
す

■問
健
康
推
進
課(�☎�
６
５
ー
７
７
７
９
）

み
ん
な
で
一
緒
に
な
が
は
ま
健
康

ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
常
生
活
の
な
か
で
歩
い
て
期
間
内
に
完
歩
で
き
れ
ば
抽

選
で
豪
華
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
み
ん
な
で
楽
し
く
「
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
習
慣
」
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。

※
参
加
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、歩
数
計
測
機
器
が
必
要
で
す
。

【
実
施
期
間
】(

)

内
は
申
込
期
限

○
Ａ
コ
ー
ス
…

第
１
日
程
…
９
月
25
日(

火)

〜
10
月
４
日(

木)

(

９
月
３
日
）

第
２
日
程
…
10
月
30
日(

火)

〜
11
月
８
日(

木)

(

10
月
５
日
）

○
Ｂ
コ
ー
ス
…
10
月
10
日(

水)

〜
29
日(

月)

（
９
月
14
日
）

【
達
成
条
件
】

○
Ａ
コ
ー
ス
…
①
５
人
で
２
０
０
㎞
　
②
３
人
で
１
２
０
㎞

                 

③
１
人
で
40
㎞

○
Ｂ
コ
ー
ス
…
10
日
、
ま
た
は
20
日
で
１
人
８
万
歩

【
参
加
費
】
一
人
６
０
０
円

【
申
込
み
】

各
申
込
期
限
ま
で
に
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
申
込
書
に
記
入
し

て
い
る
口
座
へ
の
振
込
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
役
所
、
各
支
所
、
市
内
公
共
施
設
等

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
申
し
込

み
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

健
康
推
進
課
（
な
が
は
ま
ウ
ェ
ル
セ
ン
タ
ー
）

６
５−

１
７
１
１

✉ken
ko

u
-w

alk@
city.n

agah
am

a.lg.jp

北
部
健
康
推
進
セ
ン
タ
ー
（
高
月
支
所
西
側
）

FAX

滋賀県選択無形民俗文化財
人形浄瑠璃「冨田人形」ー秋公演ー

百数十年の伝統を誇る人形浄瑠璃をお楽しみください。秋公演では冨田人形ジュニアクラスの子どもたち
による演目もあります。子どもたちの熱演をぜひご覧ください。
【演　目】・伊達

だ て

娘
むすめ

恋
こいの

緋
ひ

鹿
かの

子
こ

〜お七
しち

火
ひ

の見
み

櫓
やぐら

の段
だん

〜
             ・日

ひ

高
だか

川
がわ

入相
いりあい

花王
ざ く ら

〜渡
わた

し場
ば

の段
だん

〜
              ・団

だん

子
ご

売
う

り
              ・壺坂観音

つぼさかかんのん

霊験
れいげん

記
き

〜沢市内
さわいちうち

より山
やま

の段
だん

〜 ほか
【と　き】11月25日(日)13時30分開演(13時開場)　
【ところ】びわ文化学習センター(リュートプラザ)
【入場料】○一般発売　1,000円(当日1,200円)        ○高校生以下　無料
【発売日】友の会先行発売　９月15日(土)
              一般発売　　　　９月22日(土)下記の施設で発売
                    長浜文化芸術会館、長浜サンパレス、長浜市民体育館、浅井B&G海洋センター、
                       リュートプラザ(平日のみ)ほか

■問 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜文化芸術会館) (☎６３ー７４００)
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◆下記サークル会員も同時募集します!!◆ ☆興味のある人は、お問い合わせください。
    ●陶芸(火：10時〜15時)　　●油絵(水：9時〜13時)　　●風

ファン

太極剣サークル(水：19時30分〜21時）
    ●琴・三味線(木：19時〜21時)　　●自彊術(金：10時〜12時）　　●華道(池坊)(金：17時30分〜20時）

■問･申 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜サンパレス)(☎６４−１４４４）

文化教養講座受講生募集!
芸術の秋・スポーツの秋です！10月からの講座で自分磨きを始めませんか！！

【申込期間】９月９日(日)〜初日は、８時30分から受付開始、定員になり次第受付を終了します。
【申込方法】サンパレスにある申込用紙に必要事項を記入してお申込みください。
                 ※初日のみ、電話での申込・受付(仮)予約はできません。
                 ※翌日以降は、電話での仮予約は受け付けますが後日、所定の申込用紙への記入をお願いします。
【そ の 他】受講料は、開講初日に納めてください。※受講料には教材費が含まれています。(一部講座を除く)
【対　　象】一般(一部講座を除く)

「なにかを学びたい・始めたい」そんなあなたを応援します。

講座等の詳細については、サンパレスに設置してあるチラシまたは、電話で下記までお問い合わせください。

記事広告
記事広告

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

長浜市浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター
秋のスポーツ教室　参加者募集（９月開講）

子ども向け教室
教室名 曜日 期間・時間 対象 受講料 定員 講師 内容

幼児器械

体操教室
火

９月18日〜12月４日

15時〜16時

５〜６歳

未就学児
7,500円

(10回)
25人

公認指導員

草
く さ

野
の

容
よ う

子
こ

先生

増
ま す

田
だ

有
ゆ う

紀
き

先生

バランス感覚や身体の使
い方を楽しく学ぶ教室で
す。

ジュニア器械

体操教室
火

９月18日〜12月４日

16時15分〜17時15分

小学

１〜３年

鉄棒・跳び箱・マット運
動などを取り入れ、基礎
的な運動能力アップに最
適です。

ジュニア硬式

テニス教室
水

９月19日〜11月28日

16時30分〜17時30分

小学

４〜６年

7,300円

(10回)
20人

日本体育協会

公認指導員

坂
さ か

佳則
よ し の り

先生

初心者を対象に、レベル
に応じた指導を行い、楽
しい硬式テニス体験がで
きます。

一般向け教室
教室名 曜日 期間・時間 対象 受講料 定員 講師 内容

硬式テニス
ナイター教室

火
木

９月25日〜10月23日
19時30分〜21時

一般

7,300円
(８回)

20人

公認指導員
堤
つつみ

内
う ち

昭義
あ き よ し

先生
堤
つつみ

内
う ち

美
み

浪
な み

先生

初心者から中級者まで
レベルに応じて指導し
ます。

ピラティス
教室

火
９月25日〜11月27日
19時30分〜20時30分

7,000円
(10回)

ＰＨＩピラティ
ス認定インスト
ラクター
藤
ふ じ

田
た

美
み

澄
す み

先生

身体の歪みからくるス
トレスの軽減やシェイ
プアップに！

ヨガ教室
(リラックスヨガ)

木
９月27日〜12月６日
19時30分〜20時30分

7,000円
(10回)

ヨガインストラ
クター
河村
か わ む ら

和
か ず

美
み

先生

肩こり・腰痛などの緩
和や、心身のリフレッ
シュに！

シニア
卓球教室

火
９月25日〜11月27日
９時〜10時30分

7,000円
(10回)

公認指導員
佐治

さ じ

健
け ん

二
じ

先生

初心者も大歓迎です。
運動する習慣を身につ
けましょう。

【申込み】９月４日(火)から受付を開始します。(電話予約も可能です)

            受講料を添えてお申し込みください。定員になり次第受付を終了します。

■問･申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団長浜市浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎７４ー３３５５）

長浜サンパレス
平成30年度後期

※開講期間は10月〜３月(一部講座を除く）

☆現在、開講中の講座です。途中からの受講も可能です。日程、受講料等詳細についてはお問い合わせください。

講 座 名 曜日 時　　間 回数 受 講 料 定員

文
化
・
教
養
・
語
学

英語(入門) 火 19時〜20時30分 18回 18,400円 12

書道・ペン習字(火) 火 13時30分〜15時30分 18回 15,400円 25

書道・ペン習字(水) 水 18時30分〜20時30分 18回 15,400円 25

★頭のフィットネス 木 13時～14時 6回 10,000円 10

着物着付け 木 19時～21時 12回 12,300円 10

色鉛筆画(入門) 金 18時30分〜20時30分 12回 12,300円 18

洋画(入門) 土 18時30分〜20時30分 12回 12,300円 18

料
理

くまっちの料理講座 月 18時30分〜20時30分 6回 12,300円 15

食育家庭料理 土 9時30分〜12時 6回 12,300円 15

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

ピラティス(月) 月 10時〜11時20分 18回 11,300円 20

足・脚ケアヨガ 月 13時40分〜15時 18回 11,300円 20

ヨガ(月) 月 19時15分〜20時35分 18回 11,300円 20

姿勢改善・棒体操 火 10時〜11時20分 18回 11,300円 20

ダイエットヨガ 火 13時30分〜14時50分 18回 11,300円 20

ヨガ(火) 火 19時〜20時20分 18回 11,300円 20

ZUMBAゴールド 火 18時55分〜19時55分 18回 11,300円 20

ＺＵＭＢＡ(火) 火 20時10分〜21時10分 18回 11,300円 20

★健康フラダンス 水 19時30分〜20時50分 18回 11,300円 20

講 座 名 曜日 時　　間 回数 受 講 料 定員

健
　
康
・
ス
　
ポ
　
ー
　
ツ

歪み改善ダイエット 水 19時〜20時20分 15回 15,400円 10

リラックスヨガ(水) 水 13時30分〜14時50分 12回 7,600円 20

ディスコワールド 木 13時15分〜14時15分 18回 11,300円 20

ヨガ(木) 木 13時30分〜14時50分 18回 11,300円 20

ピラティス(金) 金 13時〜14時20分 18回 11,300円 20

ヨガ(金) 金 19時〜20時20分 18回 11,300円 20

★太極拳 金 19時30分〜21時 18回 11,300円 30

ヨガ(土/初心者) 土 9時30分～10時50分 18回 11,300円 20

ヨガ(土/継続・経験者) 土 11時～12時20分 18回 11,300円 20

リラックスヨガ(土) 土 13時30分～14時50分 12回 7,600円 20

パワーヨガ入門(土) 土 19時～20時20分 18回 11,300円 20

ＺＵＭＢＡ(土) 土 19時〜20時 18回 11,300円 20

キ
ッ
ズ

★親子リトミック
火曜(わくわく) 火 10時〜10時45分 12回 9,500円 10組
★親子リトミック
火曜(きらきら) 火 11時〜11時45分 12回 9,500円 10組
親子リトミック水曜
(わくわく) 水 10時〜10時45分 12回 9,500円 10組
親子リトミック水曜
(きらきら) 水 11時〜11時45分 12回 9,500円 10組

ベビーヨガ 水 11時〜12時 12回 9,600円 10組

★は新規及び新設講座です。

【備考】                                                               ※親子リトミック（わくわく）の対象は４月２日現在で１歳児と保護者です。　
※英語(入門)は教材費別途必要です。                          ※親子リトミック(きらきら)の対象は４月２日現在で２歳児、３歳児と保護者です。
※着物着付けの対象は一般女性です。　                      ※ベビーヨガの対象は４月２日現在で０歳児〜２歳児と保護者です。　

講 座 名 曜日 時　　間 対象 開講期間 講座内容

語
学

キッズ英会話Ｃ 火 16時30分〜17時30分 小学２年生 〜３月
ゲームで楽しみながら体を動かし
て英語を耳と身体で吸収していき
ます。クラスに合わせたテキスト
等を使います。

キッズ英会話Ｄ 火 17時40分〜18時40分 小学３年生 〜３月

ス
ポ
ー
ツ

キッズダンス１ 日 9時45分〜10時45分 小学１年生〜３年生 〜12月 音楽に合わせて楽しく踊れるよう
リズム感を養うトレーニングをし
ます。ダンス初心者歓迎します。キッズダンス２ 日 11時〜12時 小学４年生〜６年生 〜12月

★キッズ講座

第48回滋賀県芸術文化祭参加事業
「第43回長浜市芸術文化祭」行事　９月下旬の開催事業

◆長浜茶道愛交会　茶会
９月16日(日)、10月21日(日)、11
月11日(日)９時〜14時／慶雲館、
梅の館／茶道の素晴らしさを楽し
み味わっていただくお茶会。／１
回(２席)1,000円(慶雲館鑑賞は要
入館料)

◆長浜市舞台芸術交流祭
９月23日(日)13時30分〜16時／びわ
文化学習センター／邦楽、舞踊など
舞台芸術で活動される団体の発表。

◆滋賀岳心会秋季温習発表会
９月30日(日)９時〜16時／湖北文
化ホール／人々を魅了した西郷さ
んにまつわる詩を集め、スライド
映像と共にその人間的魅力を歌い
ます。

■問 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団（長浜文化芸術会館）(�☎�６３ー７４００）

※参加費表記のない
行事は入場無料
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RINKO
カルチャー教室
受講生募集中！

2018年10月〜
教室の見学・体験も受付中！
下記までお問い合わせください。
イベント情報も、ホームページ・
ＦＢにて情報を配信しています♪

記事広告

教室名 曜日 時間 受講料 回数

運
　
動

カタイからヨガ 土 9時～10時 ３か月5,550円(３か月更新) 月３回

ビューティーヨガ(女性対象)
水曜コース・土曜コース

水 13時30分～14時50分
３か月5,550円(３か月更新) 月３回

土 10時10分～11時30分

リフレッシュヨガ 
(子育てママ応援コース) 火 10時～11時 月2,100円(託児有4,500円) 月３回

太極舞 月 13時30分～14時30分 ３か月7,650円(３か月更新) 月３回

ピラティス 木 15時30分～16時20分 ３か月6,300円(３か月更新) 月３回

ダイエットヨガ 木 10時～10時50分 ３か月6,300円(３か月更新) 月３回

教
養

ファイナンシャルプランナー３級 木 ９時30分～11時30分 13,000円(テキスト代別) 全13回

★古墳見学と山城見学を２倍楽しむ方法 水 19時～20時30分 4,000円 月１回

★教科書で学ぶ長浜の近代　その① 水 16時～17時 2,000円(テキスト代別) 全４回

語
学

韓国語　初級 木 19時～20時30分 月4,000円(テキスト代別) 月４回

★韓国語　入門 土 14時～15時30分 月4,000円（テキスト代別） 月４回

★中国語　個人レッスン 日時要相談(１回90分) ３回7,500円(テキスト代別)

趣
　
味

アコースティックギター
(個人レッスン) 日時要相談(１回45分) ３回9,600円(更新有)

ウクレレ教室(グループレッスン) 火 14時～15時30分 月4,000円 月２回

スクラップブッキング教室( ) 日 10時～12時※単発参加ＯＫ 月1,500円(材料代別) 月１回

DECOクレイクラフト 月 ９時30分～12時 月2,160円(材料代別) 月１回

スケッチ教室 木 14時30分～15時30分 月3,850円(材料代別) 月２回

かぎ針編み教室(認定講座コース) 月 13時30分～15時30分 月4,000円(テキスト・材料代別) 月２回

かぎ針編み教室(小物づくりコース) 月 13時30分～15時30分 月3,500円(材料代別) 月２回

ソープカービング教室 日 13時～15時 月2,000円(材料代別) 月１回

レジンアクセサリー教室( ) 日 10時～12時 月2,000円(材料代別) 月１回

こ
ど
も

こども造形教室 金 16時45分～17時45分 月3,850円(材料代別) 月２回

ジュニアダンス教室 月 19時～20時 月3,000円 月３回

ダンス教室　中級 月 20時10分～21時20分 月3,000円 月３回

親子で楽しむリトミック教室
１歳・２歳対象　月/木コース

月木
10時～10時45分

各コース月2,880円 月３回
10時50分～11時35分

★は新規及び新設講座です。

お申込み・お問い合わせは直接または電話で下記まで。

■問･申 セミナー＆カルチャーセンター臨湖(☎６５−２１２０　 ６３－３２３５）FAX

(開場13時30分)

(開場13時30分)

先生
ど　　い うた　  こ

(土or日) 人

5,500

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

記事広告

お子さん
同伴可

中学生
以下可

臨臨湖湖イイベベンントト情情報報

至至近近距距離離♪♪ククララシシッッククラライイブブ
下下記記のの教教室室もも開開催催！！

² 池坊いけばな教室
² 茶道教室(裏千家)
² 簡単 de花を楽しむ寄せ植え教室
² 暮らしに活かすメディカルハーブ ★新規
² はじめてのレイキ・ヒーリング ★新規
² アドラー心理学をもとにした

ＳＴＥＰ勇気づけセミナー ★新規
※各講座の詳細は下記までお問合せください

気軽に、普段着で、クラシックを楽しみませんか？
■料　金　一般1,000円(中学生以下無料)
■時　間　14時～15時30分
■公演日　10月20日(土）、１月20日(日)
　　　　　　２月24日(日)
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●市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の場合は下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。✉kouhoushi@city.nagahama.lg.jp

10月15日号：９月14日(金）　11月１日号：９月28日(金)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは市民広報課(☎65－6504)までお問い合わせください。情報ひろば 

◆パスポートセンター「米原出張窓口」
休業日のお知らせ

米原出張口での受付は、平日の火・
水・木曜日です。下記の日程は県立文
化産業交流会館の休業日ですので業務
を休みます。

【と　き】９月18日(火)、25日(火)、
       10月９日(火)

滋賀県パスポートセンター
(☎０７７−５２７−３３２３)

◆黒の日
黒壁の30周年を記念に、９月６日を黒
(96)の日としてイベントを開催します。

【と　き】９月６日(木)18時〜19時30分
【内　容】ガラスの灯篭の設置など
※申込不要

30周年黒の日プロジェクト実行委員会
((株)黒壁内)(☎６５−２３３０)

◆まっくろおばけがやってきた！
黒壁スクエア周辺に隠されているヒミツ
のキーワードを見つけ出していたずら好
きなまっくろおばけを見つけ出そう。

【と　き】９月８日(土)、９日(日)
①10時〜②13時〜③14時〜
④15時〜(受付30分間)

【参加費】500円 
【景　品】黒壁30周年オリジナル缶バッジ
※申込不要

30周年黒の日プロジェクト実行委員会
((株)黒壁内)(☎６５−２３３０)

◆きずなの赤ちゃんイベント
〇エコバトン
マタニティ＆ベビー用品の交換会です。

【と　き】９月13日(木)13時30分〜15時
【ところ】まちのほけんしつ(平方町)
〇プチ計測会 体重・身長を測ります。

【と　き】９月20日(木) 
    13時30分〜14時15分(０歳)
  14時15分〜14時45分
(１歳～未就園児)

【ところ】まちのほけんしつ(平方町)
※登録不要、参加無料。

まちのほけんしつ(☎６８−３２１５)

◆Englishカフェ
持ち寄りパーティーで英語で楽しく交
流しませんか。

【と　き】９月22日(土) 13時〜15時
【ところ】多文化共生・国際文化交流

ハウスＧＥＯ
ジ オ

(神照町)
【定　員】15人(先着順)
【参加費】無料　一品持ち寄り(食べ

物、飲み物、何か一品持参)
【申込み】９月21日(金)までに電話で下記まで。

長浜市民国際交流協会
(☎６３−４４００)

◆市民交流センター祭
舞台発表や、作品展示など、交流センタ
ーで活動しているサークルの活動成果
の発表を行います。模擬店やバザーも開
催します。

【と　き】９月23日(日・祝)10時〜15時30分 
【ところ】市民交流センター(地福寺町)
※合唱「うたごえサークルきらら」も
参加します。
市民交流センター(☎６５−３３６６)

◆健康教室
【と　き】９月６日(木)13時30分〜
【ところ】湖北医療サポートセンター

     (宮司町)
【テーマ】摂食嚥下と口腔ケアについて
【講　師】瀧上歯科医院

     院長 瀧上
た き が み

啓
け い

志
し

氏
     ※申込不要、参加無料。

湖北医師会(☎６５−３６００)

◆本当は怖くないガンのお話
がんを予防するにはまず健診から。が
んと健診の講演会を行います。

【と　き】９月８日(土) 10時〜
     (９時30分受付)

【ところ】きのもと交遊館(木之本町木之本) 
【講　師】伏

ふ し

木
き

雅
ま さ

人
と

氏
【定　員】60人(先着順)
※参加無料

木之本地区地域づくり協議会
事務局　岩根(☎０９０−８９８１−７６１８)

◆湖国ひとまちネット
「いきいき体験講座」

【と　き】９月15日(土)９時〜12時
【ところ】豊公園(公園町)

※太閤井戸付近
【内　容】刈払機やチェンソーの安全

な使い方
【持ち物】長袖、長ズボン、軍手
※機械をお持ちの人は持参ください。
※参加無料

湖国ひとまちネット
藤井(☎６３－９８２２)

◆臨湖市民活動セミナー講演会
「明治の長浜、活力の源泉」

【と　き】９月16日(日)14時〜
【ところ】臨湖(港町)
【定　員】150人　  【参加費】500円
【講　師】国友村塾塾長 吉

よ し

田
だ

一郎
い ち ろ う

氏
【申込み】９月10日(月)までに電話で

下記まで。
臨湖(☎６５−２１２０)

◆体験教室「まゆの糸取りをしよう！」
「糸取り」を体験するほか、まゆを使
ってお花のブローチを作ります。

【と　き】９月30日(日)13時30分〜
【ところ】浅井歴史民俗資料館(大依町)
【定　員】20人 【参加費】500円／人
【申込み】電話で下記まで。

浅井歴史民俗資料館
(☎７４−０１０１)

問

問

問

問

問・申

問

問

問

問・申

問・申

問

お知らせ

催　し

講座・教室

◆甲種防火管理(再)講習会
【と　き】10月５日(金)９時〜12時15分
【ところ】市民交流センター(地福寺町)
【定　員】30人(先着順)
【受講料】2,000円
【申込み】９月３日(月)〜10月１日(月)

に受講料を添えて直接最寄
の消防署または分署まで。
※土日祝日は除く

湖北地域消防本部予防課
(☎６２－５１９４)

◆体験教室「竹かご作り」
地元の竹を編んで果物かごを作ります。

【と　き】10月14日(日)13時30分〜
【ところ】浅井歴史民俗資料館(大依町)
【講　師】中川

な か が わ

与
よ

一
い ち

氏
【定　員】20人　【参加費】500円／人
【申込み】電話で下記まで。

浅井歴史民俗資料館
(☎７４−０１０１)

◆能って以外と面白い“能を楽しもう”
初めて能を見る人のために能装束の着
付けを解説します。

【と　き】10月20日(土) 
    14時30分〜15時30分

【ところ】近江孤篷庵(上野町)
【演　目】能：かぐや姫

    舞獅子：竹生島　他
【能楽師】玉

た ま

野
の

宮
み や

夫
お

氏
【参加費】1,000円(小中学生無料)
【定　員】80人(先着順)
【申込み】電話で下記まで。

五先賢の館(☎７４−０５６０)

◆市民ソフトボール大会参加チーム募集
トーナメント方式の大会です。

【と　き】９月30日(日)８時30分〜
※雨天の場合は10月８日(月・祝)

【ところ】神照運動公園(神照町)
【参加資格】市内在住・在勤の社会人で

編成したチーム
【参加費】6,000円／チーム
【申込み】９月22日(土)までに電話、ま

たはファックスで下記まで。
長浜市ソフトボール協会 髙森

(☎６２−４１８１／ ６２−４１８４)

◆福祉のお仕事探し出張相談
福祉の仕事探しについて相談をお受け
します。気軽にお申し込みください。

【と　き】９月14日(金)13時30分〜16時
【ところ】木之本まちづくりセンター

    (木之本町木之本)
【申込み】前日17時までに電話で下記まで。

   ※完全予約制
湖北介護・福祉人材センター
(☎６４－５１２５)

◆行政相談をご利用ください
①９月11日(火)　13時〜15時
西浅井まちづくりセンター
(西浅井町大浦)
行政相談委員　坂

さ か

井
い

冨
と み

子
こ

氏
②９月12日(水)　13時〜15時
高月支所(高月町渡岸寺)
行政相談委員　髙山

た か や ま

平一郎
へ い い ち ろ う

氏
③９月20日(木)　９時〜12時
社会福祉センター(八幡東町)
行政相談委員　小林

こ ば や し

喜
き

八郎
は ち ろ う

氏
④９月20日(木)　９時〜12時
木之本まちづくりセンター
(木之本町町木之本)
行政相談委員　谷口

た に ぐ ち

慶祐 
け い ゆ う

氏
※相談無料、予約不要、秘密厳守します。

滋賀行政監視行政相談センター
(☎０７７−５２３−１1００)

問・申

問・申

問・申

FAX

問・申

問

問

相　談

募　集

長浜米原休日急患診療所
９・10月の診療日のお知らせ

【診療日】９月２日、９日、16日、
17日、23日、24日、30日
10月７日、８日、14日、
21日、28日

【診療時間】 ９時〜18時
【診療科】内科・小児科
【受付時間】８時30分〜11時30分

12時30分〜17時30分
【場　所】宮司町1181－２

湖北医療サポートセンター
「メディサポ」内

【電話番号】６５−１５２５
※電話はおかけ間違いのないようにご
注意ください。

※受診時は健康保険証・福祉医療券・
お薬手帳・母子健康手帳(乳幼児の場
合)をお忘れなく。

※診療日は日曜・祝日・年末年始
(12月30日〜１月３日)です。
健康推進課(☎６５−７７７９)問

不用品交換情報(８月　日現在)
◆ください(無料)
〇グラウンドゴルフ用のクラブ〇室内用の鉄棒
〇ロックミシン〇スーツケース〇トランポリン
〇ビデオデッキ(リモコン付)〇プリンター〇炊
飯器〇ござ(畳の上敷き)〇チャイルドシート〇
ガラス水槽〇ジェイボー〇ワープロ(パナソニ
ック製)

◆あげます(無料)
〇グラス(50個)〇木綿布団〇夏用布団〇冬用
布団〇掛け布団〇和たんす〇子ども用の蚊帳
〇子ども用自転車〇学習机〇介護用ベッド〇
冷蔵庫〇テレビボード〇絵本〇衣装ケース〇
洗濯機〇男の子用着物(お宮参り・七五三用)
※現物は保管していません。

※市は取次ぎのみで、利用者双方の話合いで

決定していただきます。

環境保全課(☎６５−６５１３)問

有料広告欄

女性の悩み相談(要予約)
【と　き】９月15日(土)12時〜16時 
【ところ】市民交流センター(地福寺町)
【相談員】下

しも

地
じ

久美子
く み こ

氏(臨床心理士)
【料　金】無料
※託児あり(要予約)、秘密厳守。

平日：人権施策推進課
(☎６５−６５５６専用ダイヤル)
土日：市民交流センター

(☎６５−３３６６)

申

９月の税・料
市県民税 ２期
国民健康保険料(税) ４期
介護保険料 ４期
後期高齢者医療保険 ３期
※納め忘れた？そんな人に口座振替がお勧めです。

結婚相談
○市民交流センター(地福寺町)
９月11日(火)、27日(木)
18時〜20時

○湯田まちづくりセンター(内保町)
９月21日(金)　18時〜20時

○湖北まちづくりセンター(湖北町速水)
９月20日(木)　18時〜20時

○高月支所(高月町渡岸寺)
９月12日(水)　13時〜15時

○木之本まちづくりセンター(北部振興局内)
９月20日(木)　15時〜17時

○山村開発センター(余呉町中之郷)
９月22日(土)　10時〜12時

○西浅井まちづくりセンター(西浅井支所内)
９月19日(水)　17時～19時
社会福祉課(☎６５−６５３６)
市ホームページ「結婚支援」で検

索または右記ＱＲコードから。
※いずれの会場も提供できる情報は同じです。

※登録の有効期限は３年です。再

登録を希望する人は、各会場で

申請をお願いします。

問
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植物油インキで印刷しています。　再生紙を使用しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流センター
や図書館、まちづくりセンターなど市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホから
もご覧いただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報課まで。
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まちの

人口
平成30年８月１日現在　　人口118,699人　　男58,104人　　女60,595人　　世帯数45,581世帯

平成30年７月中の異動　　転入307人　　転出242人　　出生83人　　死亡108人　　婚姻49件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。

掲載を希望する人は市民広報課（☎６５−６５０４）まで申込みください。
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やんちゃで甘えんぼの紗英子。すくすく元気に

育ってね。パパママはずっと貴女の味方です。

幸せありがとう。

大きく育ってくれてありがとう♡２人の笑顔

にいつも幸せをもらっています♡喧嘩もたく

さんするけど、これからも仲良く育ってね！

「均一の音を出すためには繊細な技術
が必要なんです」。橋本さんは、創業明
治41年を誇る、三味線や琴などの絃

げ ん

を製
造する会社「丸三ハシモト(株)」の三代目
会長であり、絃作り職人です。

橋本さんが絃作りに初めて触れたの
は物心がつく前。当時、作業場と自宅が
一緒の建物で、普段の生活の中に父親が
絃作りをする光景があったそうです。「小
さい頃から家業を継ぐ意識があった。小
学校４年生の頃に書いた将来の夢は『日
本一の糸屋になる』でしたね」と笑いな
がら当時を振り返ります。

小さい頃から和楽器の製造に触れて
きた橋本さんですが、意外にも学生の頃
はジャスバンドを組んでトロンボーン
を演奏していたそうです。「全く違うジ

ャンルの音楽、楽器を演奏することで耳
が鍛えられる。音を捉える耳というのは
この仕事で一番大事なので和楽器や弦
楽器ではなくあえて洋楽器、管楽器を演
奏していました」とこだわりをみせます。
家業を本格的に継ぎ始めたのは、22歳

の頃。「今までやってきたことをそのま
まやるだけではだめ。ステップアップし
ていかないといけない」と毎日、自己の
技術の向上にはげみました。超一流の奏
者も使用する丸三ハシモトの製品。時に
はお客さんから「もう少しタッチをやわ
らかくしほしい」といった鋭い注文が入
ることもあったそうです。しかしそれら
の意見も技術の蓄積につながってきた
と橋本さんは言います。「すべて手作業
の絃作り。意見をいただいて試行錯誤す

ることで技術が向上していきました」。
50年近く絃作りに携わってきた橋本

さん。今年、国が定める選定保存技術「邦
楽器糸製作」の保持者に認定されること
が決定しました。「意識していなかった
ので、聞いた時にはびっくりしました。先
代である父も認定を受けていたので、二
代にわたり認定を受けられて大変光栄
で誇りに思います」と目尻を下げます。

これからの目標は伝統工芸を後世に
伝えていくことと、更なる技術の研鑚を
すること。「息子に頼ることも多くなり、
引退も考えていましたが、認定を受けて
また気合が入りました。生涯現役でがん
ばりたい」。これからも絃作りに対する
真摯な思いを持ち、伝統工芸の伝道師と
して最前線で活躍します。

撮影場所：丸三ハシモト株式会社(木之本町木之本)

更なる技術の研鑽を更なる技術の研鑽を

橋本　圭祐橋本　圭祐 さん（木之本町木之本）さん（木之本町木之本）
はし はし けいけい すけすけもともと




